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肺吸虫症 （小型大平肺吸虫）に関する実験的研究

( 1) 小型大平肺吸虫幼成虫の白煎腹腔内移植試験

’＝＝－ i=工E

J1l 村 保

大阪府立大学農学部獣医学科病理学教室（指導 一色於菟四郎教授）

（昭和 34年 1月17日受領）

特別掲載

まえがき

小型大平肺吸虫 Paragonimus£loktsuenensi"s （以下P.z:

と略記〉感染白胤を用いいろいろな実験，例えば治療試

験を実施しようというような場合，先ず保有虫数の一定

した感染白胤を作成し，予め，該動物における寄生体の

生物学的性質，虫卵の糞便内排池状況などにつき，詳細

な検索を行っておくととが試験の目的を達成する上に重

要であると思う。

とcろが， P.z：の被嚢幼虫 encystedmetacercaria 

〈以下 meと略記〉は， をの形態が他の肺吸虫 R

westerman£z: P. ohiraiく以下夫々 P.w.,P.o.上略記〉

のそれらに比べて若干小さく ，且つ P.o.の内膜に相当

するものを欠除し，ためtζクロベンケイ Sesarmade加a・

m・〈以下 S.d.と略記〉などの肝臓から meだけを完全

に牙離し，をの一定数を試験動物に投与するととが至難

であるとされている。加えるに meの経口投与は，いく

ら注意深く行っても消化管内て死滅あるいはとれを素通

りするものも若干あり， 従って投与 me数の割に感染

虫数が少いのみならず，またとの感染率も概して不定の

傾向がある。

今回，筆者は白鼠体内において，ある程度にまで発育

させた幼成虫を健康白胤の腹腔内に移植し，感染虫数の

T AMOTSU TOMIMURA : Experimental studies 

on parago凶 niasis. ( 1 ) Intraperitoneal infection 

of rats with young adults of Paragonzmus iloktsue-

nenszs (Chen, 1940) and its egg production in early 

stages of infection (Department of Veterinary 

Science, College of Agriculture, University of 

Osaka Prefecture, Sakai, Osaka) 

常に一定した試験白胤を作成するととに成功した。とれ

と同時に肺臓における虫嚢の発生牙布と虫卵の糞便内排

出状況との相互関係などについても若干の検索を行っ

た。モの結果，興味ある知見が得られたので，ζ 〉にそ

れら観察諸所見の大要を記載して，御参考に供したいと

思う。

材料と方法

meは最初宮崎ら（Hl44）次いて筆者ら (1957)の調

査により本邦における RCの模式的産地であるととが

明かとなつえと大阪府新淀川河口附近産 S.d.に寄生して

いるものを用いそ。即！；寄生確実なカニめ肝臓を教室飼

育の健康白胤〈生後 8～5ヶ月，体重 HO～ 250g）に

試食感染せしめ，感染後20～25日自にクロロホノレム麻酔

にて致死，主として腹腔内に介在する幼成虫を予め滅菌

食塩水（38°0，小量のマイシリン添加〉を盛った硝子血中

に取り出した後（無菌的〉，その一定数を可及的迅速 (15

牙以内〉に健康白肌の腹腔内に移植したc 該白胤の糞便

は幼成虫移植後 7日日頃より試験管（径 3cm，高さ 10

cm）に採集し， 長野氏の姻虫卵分離採集Y去により主主使

中に排出される最初の卵を証明した。 EPG  （糞便 1g 

中に含まれている虫卵数， Eggs per gram of fecesの

略〉の算定には Stoll氏の変法を用い上述の長野氏法を

も併用した。即ち糞便内に含有されている虫卵数の多い

場合は，先ず 2gの糞便を秤量し，とれに水を加えて良

く磨砕，泥水状となし細目の金網にて穂過しそ。瀦液は

沈澱管（50cc）に受け遠心分離（ 1牙間1,500～3,000

回転，8牙間〉の後，沈涯を大試験管に移し，飽和食塩

水を加えて全量を50CCとした。 内容を充牙混和するため

本研究費の一部は丈部省科学研究費（肺吸虫研究班）の補助を受けた．こ斗 に附記して謝意を表します．

一色於菟四郎記．
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小型大平肺吸虫幼成虫の白鼠腹陸内

移植試験成績

第 1表
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にゴム栓を施して約 100回上下に強く 振渥し，直にピペ

ット〈乳頭付〉て、試験管の略中心部から Q.5ccの内界を

吸引し， O.lcc宛 5枚のH品物硝子上に滴下した後，蓋硝

子（24×2.Jmm）をかけて全面の虫卵数を鏡下 （× 75,

可動装置使用〉に計算し土。 上述の操作を 8回線返して

平均伯を求め，との実浪lj{Jl'ic 0. 5 cc中の虫卵数〉を50倍

することによって可検糞便 1g中の虫卵数に換算しEJ> 

Gとした。次に，糞便中に合まれている虫卵数が少い場

合は，先ず2gの糞便を試験管〈径 3cm，高さ10cm)

に取り ，これに水を加えて前回同様泥水状となし，細目

の金網にて櫨過した。 i慮過は沈澱管（50cc）に受け遠心

分離（ 1牙間1,500～3,000回転，8牙間〉の後，沈f査

を時計血（径 8cm）に注ぎスポイドを用いて良く 水洗，

最後の沈法を2, 3滴宛故物硝子上に取り出し， 蓋硝子

(24×24mm）をかけて全面の虫卵数を鏡下 （×75，可

動装置使用〉に計算した。との操作を沈j査が無くなるま

で繰返し，その総和を以って可検糞便 2g中の虫卵数と

した。との実測値を 1gに換算しEJ? Gとした。

成幼虫移植白爪は糞便内排卵開始後30～40日円にク ロ

ロホノレム麻酔致死剖検し，ホルマ リン同定の後，法のよ

うにパラフイン切片を作成，H-E染色を施して肺臓に

おける虫装ならびに虫体の牙布状況を調べた。

(1959）〕昭和 34年 4月
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幼成虫移植後剖検までの全検査期聞に移植Y;/J成虫の虫

齢を加算した 日数て，試験白胤の剖検に際し胸n空あるい

は肺臓などより検出された寄生体の虫齢を示している。

第 1表のように第l群の 7頭ては夫々55～90口，第 2群

のものは夫々33～65日， 第 8群のものは夫次37～70日，

第 4群の 6頭は夫ノセ35～73日である。

(3）虫体の介在部位および数ならびに肺臓における

虫嚢の分布状況

幼成虫移植白月えは糞便内tJ＼：卵開始後直に，あるいは30・

～40日間虫卵の糞便内卵状況（EJ? Gの消長〉について

の観察を行った後， クロロホルム麻酔致死剖検し，虫体
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得られた結果はf'.Dl表の通りである。表示のように27

頭の試験白爪を移植幼成虫数の多寡によって 4群に好け

た。 即ち第l群の 7頭には夫々 1隻，第2群の 7頭、には

夫々 2隻，第 8群の 7頭には夫ノセ8隻，第4群の6頭に

は夫ノセ 4隻のガJ成虫色移植した。なお，移植幼成虫の虫

齢は20～25日である。

(1）幼成虫移植後長便内排卵開始までの口数

上述の通り長野氏の畑虫卵分離採集法を用い，幼成虫

移植円汎の糞便内に1MUtされる最初の卵を証明した。表

示のように第2群の 7頭は10～17日日，第 3群は 9～21

日目， 第4群は8～15日円に夫々糞便内jj＼：卵を開始し

た。しかし，却l群の 7頭ては，いずれも検五期間を通

むて虫卵の排出が認められなかった。なお，meの感染

より糞便内排卵開始までの通算日数（叙上ガJ成虫移植後

排卵開始までの口数に移植幼成虫の虫齢を加算した 日

数〉は第2群のもの30～38口， 第 8群のものは31～42日

また第4群のものは30～39口であった。

( 2) meの感染より幼成虫の移植後剖検までの通算

回数

績成
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第1図 虫体の介在部位および数ならびに肺臓における虫袈の分布状況数数字：白鼠番号

a ：胸腔内での遊離虫体 e：軟化要性の無虫虫嚢

b : ＜気管支拡張性虫嚢内の虫体 最上段：第 1群， 2段目：：第2群

c ：軟化襲性虫嚢内の虫体 3段目： 第3群，最下段 ：第4群
d ：気管支拡張性の無虫虫饗

の介在部位および数ならびに肺臓における虫嚢の牙布状 第 2図 〈図21～16）。

況を調べた。以下JI聞を追ってその成績を述べる。 ii) 第 2群の所見

i）第1群の所見 本群 7頭、における虫体の介在部位および数ならびに虫

本群7頭における虫体の介在部位および数ならびに肺 嚢の分布状況は第1図（ 2段目〉 に示した通りである。

臓におナる虫嚢の分布状況は第1図（最上段〉に示した 図示のように 7頭の試験白胤中，幼成虫移？直後剖検まで

通りである。図示のように，白爪6号ては 1隻の虫体が の経過日数が比較的短か 〉 った 3 頭， 即~~便内排卵開

左胸腔内〈肺背側面左集中央部附近〉に認められた。と 始直後に剖検した白川 8 号および ~H｝ ， また排卵開始後

とろが残りの 6頭ては右胸腔内（白月1.1号および 4号は 9 日目に剖検した~o 8・ては，肺臓に可成り大きい，触診

粧品M膜附近， 5 号および 7 号は肺背側面右ゼ111~1".'i膜葉附近 に！探して波動を感ずる虫差是（白;'1¥8号は左肺に 1.2×

2号は同右上葉附近， 3号は問中葉F付近〉より犬々検出 0.9×0.75cm大のもの，9号は右肘j上英に 1.2× 0.8

された。即5，いずれの例においても虫体は胸腔内にて 入 0.8cm大のもの， ~o 号は右肺 3 葉分岐部に 1.0 ×

遊離の状態にあり，肉眼的に肺臓は所々！首赤色乃至赤褐 0.9× O.Scm大のもの〉を夫ペ 1コ宛認めるに過ぎな

色を呈し，肺肋膜と胸肋膜 ・縦隔膜 ・u1rn.41膜などとの癒 かった。ととろが，幼成虫移植後剖検までの経過口数が

活，右肺 8葉相互間の癒活，肺肋膜 ・縦l凶膜〈心霊〉の 若干長かった残りの 4頭ては，前 2者と略同様の大きさ

肥厚，繊毛増生および卵沈芦などが所見された。しかし のもの各1コ以外に，をれより幾牙小さく ，且つや〉硬

肺臓にはいわゆる定型的虫嚢の形成が認められなかった 問な虫嚢がさらにもづ 1コ宛あり ，結日，後4者の肺臓

( 126) 



昭和 34年 4月 (1959〕

には大々大小 2コの虫嚢 〈白m11号ては右肺 3葉？岐唱

に 1.4× 1.2× 0.7cm大のものおよび左肺に 0.9×0.6

× 0.6cm大のもの，12～14号てはいずれも左肺に夫々

1.6× 1.2× 1.2cm大のものと 0.6× 0.6× 0.4cm

大のもの， 1.3× 1.2× 1.2cm大のものと 0.7× q.6

× 0.4cm大のもの， 1.3× 1.3× O.Scm大のものと

1.2× 0.8× 0.5cm大のもの〉の形成が認められた。

しかしながら，絞上の7頭は第1群のものに比べて肺

肋膿と胸肋膜 ・縦附膜 ・郁隔膜などとの癒着が著明でな

く，特に白月＼ 8号，9号および10号ては上述のような癒

着が殆んど認められないのみならず（虫嚢の占居部位を

除く〉，縦隔膜の肥厚および卵沈着も割合軽微であった。

次（と，とれら 7頭の肺臓の組織所見ては，白肌11～14

号における大小 2コの虫嚢の中，小さい方はいずれも気

管支拡張性〈第3図19,20, 2』および26）であって，虫

壁内に虫休が認められなかった。しかし，大きい方のそ

れらは軟化盛性てあり ，嚢内に各2隻の虫体が証明され

た（第 3 図 23および25）。なお ， 白月＇~ ＼） 号ならびに10号

の虫嚢！ま気管支拡張性，また白Jl'¥8号のそれは軟化嚢性

であり ， 虫嚢内に各2隻の虫体が認められた（第8阿

17, 18, 21および22）。

iii）第8群の所見

木群7頭における虫体の介在部位および数ならびに虫

嚢の分布状態！ま第1図（ 3段日〉に示した通りである。

阿示のように，7頭の試験白胤の中，幼成虫移植後剖検

までの経過日数が比較的短か〉った 3頭，即：；糞便内排

卵開始直後に剖検した白瓜15～17号は，第2群の白ms
～108・と附同様の虫嚢の分布状況を示し，肺臓に犬λt1 

コの孤立性虫霊（白肌15号ては左肺に 1.2 ＞く 0.6× 0.4

cm大のものおよび右肺 3葉分岐部に 1.0× Q.＼） × 0.5

cm大のもの， 16号は右肺 8葉分岐部に 0.9、く 1.2v 

0.8 cm大のもの， 17号は左肺に 1.3× 1.2）く 1.0cm

大のもの〉を認めるに過ぎなかった。ととろが，幼成虫

移植後剖検までの経過口数が若干長かった他04頭てl

肺臓にて虫体が数回に亘り居所の移動を行い，ために最

初に形成されたと思われる虫嚢に隣接して 2次あるいは

8次の虫嚢形成があり，さらに，それらの融合が所見さ

れた。即ち白胤18号，20号および21号の左肺，ならびに

白鼠11)号の右肺には夫々 1コの可成り大きい融合性虫裳

の形成が認められた（白爪18号ては左肺に 1.7× 1.3て

0.8 cm大の融合性虫嚢および右肺 8葉牙岐部に 1.3×

0.9× 0.7cm大の孤立性虫霊，19号は右肺上 ・中両葉

に亘る 1.7× 1.3× 1.0cm大の融合性虫嚢および岡山

( 127) 

28T 

日l’I~膜葉後鈍縁部に 1.0 × 0.5 × 0.5cm 大の 政立性虫’

装，20号ならびに21号てほ左肺に前者 1.6× 1.6× 1.0)

cm大， また後者ては 1.5× 1.4× 0.9dm大φ融合性

虫嚢が認められた〉。

結局，本群の 7頭中， 白JiU8号ては都合4コ，19～21'

号の 3頭では各 3コ宛の虫嚢形成があり ，肺肋膜 ・縦附l

膜の肥厚，繊毛増生，卵沈芦などの諸所見も認められた

が，第2群の白月Ul～14号と略同様，第1群のものに比

べ， 右肺 3 葉相互間の癒着， 肺肋膜と胸肋膜 ・ 縦1~44膜 ． ，

横隔膜などとの癒着は割合怪度てあり（但し，虫嚢の占

居部位を除く〉特に白月U5～17号ては上述のような疑液

膜相互間の癒着が殆んど認められないばかりではなく ，，

縦陥膜の肥厚および卵沈着も一層軽微の傾向があった。

銭上7頭の肺臓を組織学的に調べたととろ，白]-J¥18号

の肺臓に形成された 4コの虫嚢の中， 2コは気管支拡張

性，また 2コは軟化装性であって，左右両肺の軟化嚢性

虫嚢内に犬々 1および2隻，計8隻の虫体が証明された

（第4図 29, 3』～36）。白川19号および20号ては，右肺

Cm号〉あるいは左肺（20号〉に夫々 2コの気管支拡張ー

性虫嚢と lコの軟化装性虫嚢の形成があり，前者，即5

白肌19号ては大きい軟化嚢性虫嚢内に3隻の虫体が認め・

られたが，後者ては，虫体が左胸腔内（横隔膜附近〉よ

り遊離の状態て、検出され，従っていずれの虫嚢も無虫で

あったく第4図 30および37)。次に白胤21号の左肺に形

成された 3コの虫嚢はいずれも気管支拡張性であって，

2コの小さい虫嚢内には虫体が認められなかったが，大

きい虫嚢内に 3隻の虫体が証明された。なお，糞便内排

卵開始直後に剖検した残りの 3頭の中，白汎15号に見ら

れた 2コの虫嚢は夫ペ軟化嚢性および気管支拡張性であ

って前者により 1隻，また後者よりは 2隻の虫体が検出

された（第4阿 27, 31～32）。とれに反して白川16号

ならびに17号の虫嚢はいずれも軟化嚢性であり ，各虫壁

内よりJたえ 3隻の虫体が証明された〈第4図 28および

33）。

iv）第4群の所見

木群6頭における虫体の介在部位および数ならびに虫

嚢の牙布状況は第1図〈最下段〉に示した通りて、ある。

図示のように 6 頭の試験白m中， ~便内排卵開始直後に

剖検した自民2包号は第2群の白胤 8～10号，第3群の白

爪16～17号と略同様の虫嚢の介布状況を示し，右肺に 1

コの孤立虫嚢（右肺 8葉牙l岐部に 1.4× 1.2:X.0.7cm 

大のもの〉を認めるに過ぎなかった。ところが，幼成虫

移植後剖検までの経過円数が若干長かった他の5頭ては
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f/j市臓にて虫体が居所の移動 (1～2巨！〉を行い，ために

．：最初に形成されたと思われる虫嚢に隣接して 2次あるい

は3次の虫、嚢形成があり，さらに，それらの融合が所見

された。即ち白；＇l-'¥24～25号の右肺ならびに26～27号の左

官市には夫々 1コの可成り大きい融合性虫嚢の形成が認め

られた（白m.2s号ては右肺に 2コの孤立性虫嚢， 即！：＞

1.3× 1.2× 1.0cm大のものおよび 1.7× 1.2× 1.2 

cm大のもの，24号ならびに25号ては右肺に前者 2.2×

1.5× 1.2cm大，また後者ては3.0×1.5×l.2cm大の

融合性虫嚢，26号ては左肺に 3.0× 1.2× 1.lcm大の

融合性虫嚢， 27号ては左肺に 2.2× 2.0× 1.2cm大の

融合性虫嚢および右肺に 1.2× 1.2× 1.0cm大の孤立

，性虫霊の形成が認められた〉。

即！：＞，第 1図に明らかなように，白爪27号ては左右両

・肺に虫嚢形成が認められ，且つ4隻の虫体も 2牙されて

1嚢内2虫となり ，肺肋膜 ・縦隔膜の肥厚，械毛増生，

·＠~沈芦， 右肺 8 葉相互聞の癒着， 肺肋膜と胸肋膜 ・ 縦隔

・膜 ・1黄隔膜などとの癒着もやし顕著のようて、あった。と

．れに反し，残りの 5頭て、は虫装の形成が，左右両肺の中，

どちらか一方に限定され，従って肺組織あるいは胸腔内

かの虫悼の移動が比較的少なかったようであり，とのた

めか，寄生数の多い割に紫液膜相互間の癒着ならびに卵

沈滑などの変化はや〉怪い傾向があった。

とれら 7頭の肺臓の組織所見ては，白月＼23～25号の右

宮市に形成された 2コあるい付 3コの虫嚢の中， 大きい方

はいずれも軟化嚢性て、あって内部に 3～ 4隻の虫体が証

明されたが（白月~25号における他の 1 隻は遊離虫体であ

った〉，小さい気管支拡張性虫嚢からは虫体が検出されな

かっfと。同様，白川26号の左肺に形成された大小2コの

虫嚢は犬々軟化嚢性および気管支拡張性を示し，前者よ

り4隻の虫体が検出された〈第5図 39,42および43）。

次に白Jn27号ては，上述の通り ，左右両肺に犬ノ々 2隻宛

の虫体を入れた軟化嚢性および気管支拡張性虫嚢の形成

がlコ宛認められた（左肺にはとの他に気管支拡張性虫

嚢2コあり ，第 5図 的， M～46）。なお，糞便内J;Jr.卵

開始直後に剖検した白m22号の右肺 3葉牙岐部に見られ

た虫嚢は気管支拡張性てあり ，内部に4隻の虫体が証明

された〈第 5図 38, 41）。

(4）虫卵の糞便内排出状況

感染各群の試験白汎についてはEp Gの算定を行い，

感染初期における虫卵の糞便内排出状況（EPGの消長〉

を調べた。 以下をの成績について述べる。

i) 第 1群のEPG 

( 128) 

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・ 第 2号

上述の通り，長野氏の畑虫卵牙離採集Y去を用い，でき

るだけ丁寧？と肺吸虫卵排出の有無を洞べた。しかし，検

査期間を通じて，木群 7頭の糞便には殆ど虫卵が証明さ

れなかった。

ii）第2群のEPG 

木群5頭、の成績は第6図に示した通りである。即ち白

；＇~13号の糞便内排卵開始第 1 日円における Er Gの値は

極めて少し僅かlを数えるに過ぎなかったが，3日日

54, 5日日 500と日を追って増加し， 7口口には遂に

2,000の多きに述した。と ζ ろが，翌8円円のEr Cは

1,500，さらに 9日日に至れば 750と口数の経過ととも

に漸減の傾向を示し，11日自には50に減少した。との後

3日間，Er Gの値ばlO以下を示し，特に13日日の糞便

には虫卵の排出が認められなかったが，15日目頃から再

び増加の兆が見え，19日目には3,200の多きに達し，し

かも検査期聞を通Uての最高値を示した。しかし，それ

以後は日を追って減少し，24日目頃には 日々25内外を数

えるのみとなった。

次に，白胤12号ならびに14号のEp G世線は図示の通

りて，相互に若干のずれがあるにせよ ，白llU3号と略同

様の傾向が見られた。即！；排卵開始第1日日におけるE

p Gの値は比較的少く1～ 5であったが，日数の経過と

ともに漸次増加して12-'5ーは13日目， また14~｝は 8 日自に

夫ノ々 3,480および5,850の多きに述した，ととろが，と

れ以後Ep Gの値は急激に減少し， 間もなく日々30内外

を数えるのみとなった。さらに日数が経過すると，Ep 

G曲線は再び上昇の傾向を示し，前者は26円自に，ま土

後者は21日自に犬々5,480および3,670の多きを数え第

2の山を描いた。なお，白胤rn号は糞便内排卵開始第9

日目（EPGrJl1線の山の所〉に，また白m.11号は同第l6

日目 （EPG曲線の谷の所〉 にクロロホノレム麻酔にて致

死，排卵中期の肺臓における虫嚢ならびに虫俸の牙布状

況の観察に供した。従って，とれらの 2頭におけるEr 
Gの消長については，その全貌を見極め得なかった。

iii）第 8群のEPG 

木群4頭の成績は第7図に示した通りである。即2う白

胤20号の葉便内排卵開始第1日自におけるE.P Gの値は

僅か1に過ぎなかったが，8日口25, 5円目2,800と漸

増して8日自には3,935の多きに達した。ととろが，翌

9日自のEp Gは2,nOOて，さらにrn日円に至れば 400

と日数の経過とともに漸減の 傾向を示し， 11日日には

100にまで減少した。その後数日間， 糞便内の虫卵数が

比較的少し Ep Gの値は日々 185～ 350を数えるのみ
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第 2図 健康白鼠ならびに幼成虫 1隻移植白鼠 （第 1群）の肺臓

( 129) 
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第 6図：ベ｛スライミ／上の零 （0）は EPGOを，ま

た黒点 （・）は，白鼠11号ではEPG20以下，同13号では

25以下，同10号， 12号および14号では40以下を夫 々

示している。

第 7図：ペースライシ上の零（ 0）はEPG Oを，ま

た黒点（・）は，白鼠18～19号ではEPG40以下，同20
～21号では67以下を夫々示している．

第 8図 a,b：ペースライシ上の零 （0）は EPG 0 
を，また黒点 （・）は，白鼠23～24号では EPGlOO
以下，同 25～27号では EPG67以下を夫々示して
v、る．

第 6図～第8図説明
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て、あった。しかし，15日円頃工り再び増加の兆が見え，

16 II目5,850さらに17日日には8,600と日を追って漸増

し， 18日自には遂に検査期間を通じての最高 （11,850)

に述した。以後，Ep Gは円敬の経過とともに漸減の傾

向を示し， 24日日頃になると日々 100内タ卜を数えるのみ

となった。

次？と，白月＼18号，19号および21{｝のEp G曲線は図示

の通りて，相互に若干のずれがあるにせよ，白胤20号の

それと略同様の傾向が認めらjLたコ即ち，いずれの例に

おいても，排卵開始第1日自のEp Gの値は極めて少な

かったが，日数の経過とともに漸増し，白爪18号は14日

日，19号はlO日目， 21号は 5口「iに夫次3,180と5,130

および1,350の多きに達した。しかし，をれ以後EPG  

の伯は急激に減少し，間もなく日々50内外を数えるのみ

となった。さらに回数が経過すると，Ep G曲線は再び

上昇の傾向を示し，白肌18~·は28 日日， 19 号は25 日目，
21号は22日自に夫ノセ5,465,1,780および 8,250の多き

を数え第2の山を描いた。

iv）第4群のEPG  

木群5頭の成績は第8図に示した通りである。即！：；白

Jtl.26 '5・の糞便内排卵開始第1日日におけるEp Gの｛［！；は

極めて少し僅か2に過ぎなかったが，をの後EPGrLII 

線は小さな山を描きながら日を追って上昇し，9日自に

は， 2,400，さらに11日目に至ると 3,265の多きに達し

た。ととろが翌12日目からは回数の経過とともに漸減の

傾向を示し，16日自に至れば僅か 100を数えるのみと

なった。しかし，それ以後E}l G曲線は小さな山を品川、

て再び増加し，25日目には 12,660の多きを数え，遂に

検査期聞を通じての最高値に述した。以後，Ep Gの値

は急激且つ著明に減少し，28日日頃になると日々 200内

外を数えるのみとなった。

次に，白月＼23号，24号，258・および27号のEp G出j線

は図示の通りて，相互に若干のずれがあるにせよ，白爪

26~けのをれと略同様の傾向が認められた。即！：；，いずれ

の例においても，排卵開始第1日円のEp Gの値は極め

て少なかったが，日数の経過とともに漸増し， 白Jr~2a号
は10日目，24～25号は15日日，27号は13日日に夫々 に915,

3,965，ム033および 4,835の多きに述した。しかし，

それ以後Ep Gの値は急激に減少し，間もなく 100内外

を敬えるのみとなった。さらに回数が経過すると，Ep 

Glli1線は再び上昇の傾向を示し，白j'J¥23号は20日目， 24

～25号は29日目，27号は39日口に犬々 21,150,26,315, 

7,900, 10,200の多きを数え第2の山を拙いた。

( 135) 

論議

(1) 移植幼成虫の感染率

289 

移植幼成虫の感染率とは，試験白肌の腹腔内に移植し

た幼成虫数に対する寄生虫数，即ち宿主の肺臓（胸腔〉

に達し，概ね，その剖検！時（幼成虫移植後13～67日目〉

まで寄生生活を営むととができた虫体数の百分率をい

つ。
木論て述べtc.ように筆者は， 27頭の試験白爪を移植幼

成虫数の多寡によって 4群に牙げ，第1群7頭の腹腔内

には夫々 1隻宛，第2群 7頭には夫々 2隻宛，第8群 7

頭、には夫々 3隻宛，第4群6頭には夫々 4隻宛，都合66

隻の幼成虫を移植し，とれらを 100%に感染させるとと

ができた。

現在，筆者ら（1958）は木移植試験とは別に， Zとえの
meの一定数を白mに経口投与し，木虫の感染率その他

に関して若干の検索を行いつ〉あるが，今日までに得た

成績を慨招すれば次の通りである。 JW：！；白爪15頭に夫々

15～30の meを投与し， その中の’13頭（86.7%）に感

染せしめるととができた。なお，｜場性者13頭における感

感決率は最高86.7%，最底26.7% c平均46.6%）て、あっ

た。

従来，肺吸虫，とりわけ P.w.の宿主体内（人・犬〉

における移行経路を解明せんがため，同 me，幼成虫あ

るいは成虫を実験動物（犬 ・白爪 ・海狽 ・家兎など〉の

皮下， 腹腔， 胸腔その他の臓器組織内に注入乃至移植

し，それらが如何なる運命を辿るかを仔細に追求した実

験成績はあるが，筆者のように，Rえの幼成虫ををの腹

腔内に移植するととによって保有虫数の常に一定した試

験白胤を作成し，さらに，とれらを用い寄生体の生物学

的性質，虫卵の糞便内排出状況などについての詳細な観

察を行った報告は殆どない。その上，P.w.とP.o., P.z~ 
とでは実験動物に対する感受性などにも若干の差異があ

り，従って筆者の感染率と従来のそれとを相互に比較検

討するととは困難であるが， P.z：の幼成虫の感染率は

P.えの meのそれに比べ薪しく高いようであり， 移植

した幼成虫の殆どすべてが宿主の肺臓〈胸腔〉に達する

ことが本実験により明かとなった。

c 2) 幼成虫移植後糞便内jjl＝卵開始までの日数

木論て述べたように， 27頭の試験白胤の中，第1群の

7頭ては肺臓にいわゆる定型的虫遠の形成がなく ，虫体

は宿主の胸腔内より遊離の状態て検出され，従って，検

査期聞を通じて虫卵の糞便内排出は殆ど認められなかっ
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た。とれに反し，残りの20頭ては，肺臓に定型的な虫嚢 あるように思われる。従って，全く同一条件下て感染試

が形成され，幼成虫移植後間もなく虫卵の排出が見られ 験を実施した場合と難も，感染後葉便内排卵開始までの

た。即ち，ti}2群の 7頭は10～17円目，第 3群は 9～21 日教には動物個体により：若干の差異を生ずる可能性がな

日日，第 4群は 8～15日日に犬ペ排卵が開始された。 いとはいえないコ

宮崎（1944）が Rえmeの寄生確実な S.d.の肝臓を 以上のようなわけで，筆者の成績を直に従来の諸成績

用い， 白川への感染試験を行った成績によると，me感 と比較し，．彼とれ論ずるととは妥当てないかも知れない

染後葉便内排卵開始までの円敬は 34～35日て、あつ／とと が，幼成虫移植後糞便内排卵開始まての円数が，宮1h,'.f・

いう。 筆者らの me感染後先便内VI・卵開始までの日数に比べて

一方， 筆者ら (1958）は Rえ の meの一定数を白 若干短か〉ったのは，殺上，安藤 ・河村の実験て明かな

爪に試食せしめ， me試食後糞便内排卵開始までの日数 ように，腹腔内への移他幼成虫が極めて迅速に，再び宿

などに関し若干の検索を行っているが，現在までに得た 主の肝臓に侵入するととなく肺臓に向って移行し，虫嚢

成績を慨目すれは次の通りである。 即：！：＞， mc15～30を を形成した〉めであろうと推察される。

試食せしめど 3頭の白汎における糞便内排卵開始までの (3) 肺臓における虫嚢の発生牙布と虫卵の糞便内

日数は夫次34日（寄生数 9笠），37口仁同15隻うおよび40 排出状況（EJ?G）との関係

日 （同11隻〉であった。 i）第1群の所見

次に安藤 (1915）は，P.w.の宿主体内における移行 幼成虫各1隻を移植した木群 7頭の白肌ては，肺臓に

経路を究明せんがえめ， meから出発して犬の腹腔内よ 定型的虫畿の形成がなく ，虫体は宿主の胸腔内より遊離

り実験的に得た幼成虫を白爪および海狽 （腹腔内〉に移 の状態て検出され，従って検査期間中に，虫卵の糞便内

植した。その結果，移植された幼成虫の中， 若干のもの 排出は殆ど認められなかった。上述のように単数寄生の

が該動物の腹腔内にて再び発育し，寄生生活込継続し得 白川ては，何故虫嚢が形成されないかという問題の謎を

る事実，および極めて少数ながら胸腔内に到述し得た虫 解くととは難しいが，虫体の移行に起因する胸腔の病変

体があるのを認め，同氏は幼成虫を移値することにより 〈肺肋膜と胸肋膜 ・ 縦~＼4膜 ・ 1:D'i!;M膜などとの癒着， 右肺

P.w.の実験動物への感染が容易に成立し，且つ移植幼 3 葉相互間の癒5fr， 肺~1J膜 ・ 縦附の膜肥厚， 純毛増生，

成虫は極めて迅速 〈移植後 8日以内〉に宿主の胸腔内に 卵沈活二など〉が慨して蒋明であったのは，虫俸が虫嚢を

迭すると述べている。 形成するに必要な相手を求めて ，盛に胸腔内を歩き廻つ

また，河村 (1915～1916）は，meから出発して実験 た〉めであろう。人類においても適齢に述した異性が合

的に得た Rw.の幼成虫〈犬系〉を健康仔犬に試食せ 芯と協力のもとに “sweethome ”を作るように，肺

しめ，本幼成虫の感染力有無を調べた結果，粁干の幼成 吸虫の場合も虫盈形成には，2隻の虫体あるいはそれ以

虫は消化液などの作用に良く抵抗を示し，再び小腸末端 上の協力が必要のようである。

部乃至大腸起始部の腸世を穿通して試験犬の腹腔内に侵 ii）第2～4群の所見

入するとと，および腹腔に述した虫体は肝臓に迷入する 幼成虫 2～4隻宛を移植した都合20頭〈第2群 7頭，

ことなく ，速かに肺臓に向って移住するという諸事実を f1}3群 7頭，第4群6頭〉の試験白胤の中，移植後剖検

明かにした。そうして同氏は，幼成虫の体内移行に起因 までの経過11数が比較的短か〉った 7頭（白井＼ 8～10 

する宿主の反応，とりわけ腹腔の病変は me試食犬のそ 号， 15～17 ・~｝および22 ~－）ては， 肺臓に犬／，：： 1コの虫量

れに比べ苦しく軽い傾向があり ，前者の肝臓には“cree- 〈但し，白ll¥158ーは 2コ〉を認めるに過ぎなかった。と

ping disease”政の癒痕形成が認められなかったと記t践 とろが，経過日数がれ干長かった他の13頭では，点々 2

している。 ～4コの虫嚢が形成されていた。とれら13頭における虫

前頃て述べ／をように，従来，宿主の体内にてある程度 卵の糞便内排卵状況（EPGの消長〉を調査したとζ ろ

にまで発育させた幼成虫 （P.i.）の一定数を健康白mの EJ? G出線は糞便内排卵開始後 5～15口日，18～39日円

腹腔内に移植し，移植後葉便内排卵開始までの日数など の間に，点々著しく 上昇して 1.350～ 7.950および1,780

につき詳細な検索を行った報告がない。をの上， 肺吸虫 ～ 26,315の多きを数え，Ep G消長の山を抗いた。

は鈎虫 ・姻虫などのような腸管内寄生虫と異り，虫卵が とのようにEJ? G曲線が，検査期間中に2回に互り著

実験動物の糞便内に排出されるまでの機構は甚だ複雑て しい変動を示した原因についての真相を究明するととは

( 136) 



昭和 34年 4月 (1959）〕 291 

なかなか難しい。しかしながら虫卵の党便内排卵開始 終りに臨み，御指導頂いた一色於菟阿郎教授，種々御
後間もなく剖検した白川ては，肺臓に大ペ 1コの虫嚢生 教示に与った森田平治郎教授ならびに望月宏助教授，御
認めるに過ぎなかったのに反し，観察期間が長91いとも 援助下さった荒川晴，大杉豊照，梶本卓の 3君に謹んで
のては，夫λ（ 2～ 4コの虫嚢形成があっそという事実か 感謝の意を捧げる．

ら，；糞便内j;JI＝卵開始後のある11年期2 即ら恐らくは，El:> 本研究の要汗は日本寄生虫学会西日本支部第14同大会
G山線の谷の所て，虫体が居所の移動を行い，乙れがE (1958, J] ' 2）において報告した．

p Gの消長にお下の影響企及ぼしたのではなかろうかと

宅者は考えている。

即！；， E p Gの (Jf［が急激に哨加したのは，；／1~卵能力陀

J?;?tな寄生体によって新生虫袋内にft下され，苔Mされ／と

多数の虫卵が 111与に排出された〉めであり，をの後当分

の問，Ep Gの111＇［が非常に少かつえのは，寄 f主体の同一

虫袋内ての滞在期聞が長引くにつ；~Lて，新陳代謝産物な
どが較積し，さらに杭主の防禦反Jむなどにより生活用境

が恋化し，虫体がJJirT臓の新しい場所に向って店所の移動

を行つ，七〉め，虫卵の気管支内、＼のjJ!:7世がー［！，）；停止され

たのがその原因であろう。

むすび

小型大平肺吸虫幼成虫の白Il'l腹腔内への移植試験を行

い，幼成虫の感染率，ガJ成虫移植後~便内排卵開始まで
の日数，肺臓における虫畿の発生牙市と虫卵の糞便内排

出状況（EPGの消jむとの相互関係などを検討し，大

体次のような結果を1早々。

1) 能成白Jl¥27頭の腹腔内に小砲大平日d1吸虫の幼成

虫， f：.λcl ～ 4 隻宛~1·66箆を移植し，とれらを 100%に

感染せしめるととができた。

2) 幼成虫 1隻移植「lfl'Lて、は，検査期間を通Uて虫卵

の糞便内排出ならびに肺臓における虫嚢の形成が認めら

れなかったが， 2～4隻移植「i;'l＼ては，いずれも肺臓に

定型的虫嚢の形成があり，幼成虫移 fil~後 8 ～21 円円に糞
便内JJI:卵を開始した。

3) 幼成虫 2～4隻移附内ll'lの肺臓に形成された最初

の虫嚢は， 主として気管交拡民性虫嚢， 最後（ 2～ 8

次〉のを札は主として軟化嚢性虫嚢て、あり，虫体の前者

から後者‘＼の移動は糞便内JJ~卵開f1h後間もなく行われた

ものと思われる。一方，Ep G曲線は糞便内排卵開始後

5～15n日， また18～39日「！の間に，犬λ：著しく上昇し

て1,300～7,950および1,780～ 26,315の多きを敬え

EP G消長の山をMiいた。よってE_p G曲線の変動は，

虫体の居所の移動に若干の関係があるのではなかろうか

と怨像される。

( 137) 
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Summary 

The author has already reported a survey on 

the incidence of larval lung-fluks, Paragonimus 

iloktsusenensis, in Sesarma dehaani collected from 

Shin-yodo River in Osaka Prefecture. 

In the present study, immature P. iloktsuenensis 

obtained from the abdominal cavity of white rats 

( 138) 
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20 to 25 days after their infection by metacercariae, 

were transplanted into the peritoneal cavity of 

uninfected rats. It was the purpose of this work 

to produce rats harboring a known number of 

these lung-flukes, as well as to gain a better under-

standing of the biolgical natures of these implanted 

flukes and the course of the infection in the ex-

perimental hosts. 

The experiment was made on a total of 27 adult 

white rats exposed, individually, to from 1 to 4 young 

adult worms: of these, seven received 1 worm 

each, seven received 2 woロnseach, seven received 

3 worms each and six received 4 worms each. 

These animals were killed between the 13 th to 

67 th days after the infection, and the distribution 

of the adult worms and worm cysts in the host 

was examined macroscopically and microscopically. 

The results obtained are as follows : 

( 1 ) The number of young adult worms reco・

vered from the lungs and pleural cavity of the 

hosts 国 adultworms, namely, the rate of infection 

of these implanted flukes, was 100 % as shown in 

Table 1. 
( 2 ) In the rats individually expoaed to only 

one young adult worm, all of the implanted flukes 

had remained free in the pleural cavity of the host 

without invading into the lung tissue, throughout the 

entire period of the investigation. Therefore, in 

these animals no clear evidence of elimination of 

the eggs in the feces, or their entry into the cavity 

formation in the lungs, were observed. On the 

other hand, in the rats individually exposed to 

from 2 to 4. young adult worms, all of the implan-

ted flukes entered into the lung tissue of the host, 

where they formed the typical worm cysts. These 

rats also began to pass the eggs in their feces 

between the 8 th and 21 st days after the infection 

by immature P. iloktsuenenszs. 

( 3) The implanted flukes that reached the lung 

of the host and formed the 五rstworm cysts there, 

moved one to two times into the other intact lung 

tissue, where they formed the second or the third 

ones. Most of the first worm cysts formed in the 

lung were cavites due to the dilation of the bron-

chus. On the contrary, the second or third one 

was usually a cavity due to softening of the lung 

tissue. 

( 4) As to the daily examination of egg out-

puts in the feces, each animal showed, twice, the 

peak egg count throughout the entire period of the 

investigation, as shown in Figs. 6 to 8. The first 

peak egg count (1,350 to 7,950 EPG) occurred be-

tween the 5th ane 15th days, and the second one 
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(1, 780 to 26,315 EPG) between the 18th and 39 th 

days after the beginning of patency. As soon as 
the fecal egg production reached a peak, it rapidly 

fell to a low level of between 0 and 188 eggs per 

gram of feces. 

( 5) It is suggested, therefore, that the transi-

tory decrease in the egg count to negative or 

near negative may be connected with a removal of 

the dwelling place of the implanted flukes in the 

lungs of their hosts. 

写真説明

1～2健康白鼠， 3～4白鼠 2号，5～6同3号，7～8同4号，9～10同 5号， 11～12同 6号， 15～16同7号

13～14白鼠 5号の横隔膜 （上面）および胸壁．

幼成虫 1隻移植白鼠では肺肋膜の肥厚，繊毛増生，右肺3葉相互聞の癒着，縦隔膜（心嚢）の肥

厚，卵沈着などの諸変化が所見さ れ る．が，虫襲の形成は認められない．

17 白鼠 8号 ：：左肺に 1コ 虫襲形成あ れ その割面は21 （軟化裂性虫袈）．

18 同 9号 ：右肺 （上葉）に 1コの虫整形成あり ，その割面は22 （気管支拡張性虫褒），

19 同 13号 ：左肺に大小 2コの虫嚢形成あり ，大きい虫襲の割面は23（軟化嚢性虫袈），

また小さい虫誕の割面は24（気管支拡張性の無虫虫襲）．

20 同 14号：左肺に大小 2コの虫嚢形成あり ，大きい虫嘆の割面は25（軟化襲性虫袈），

また小さい虫裂の割面は26（気管支拡張性の無虫虫嚢）．

27 白鼠，15号 ：左右両肺に夫々 1コ宛計2コの虫嚢形成あり ，左肺における虫嚢の割面は31 （軟化嚢性虫嚢）

また右肺の虫撲の割面は32（気管支拡張性虫襲）．

28 同 16号 ：右肺 3葉分岐部に 1コの虫喪形成あり ，その割面は33（軟化要性虫襲）．

29 同 18号 ：；左右両肺に 4コの虫嚢形成あり ，即ち左肺のそれは融合性虫嚢で， 1コの軟化要性虫襲 （34)
と2コの気管支拡援性無虫虫袈 （35のaおよび b）から成る． なお， 右肺3葉分岐部の虫張

の割面は36 （軟化~性虫嚢） ．
30 同 20号 ：左肺に 1コの可成り大きい融合性虫嚢の形成あり， 3隻の虫体が左胸腔内より検出された．該

虫襲の割面は37の通りで， 1コの大きい軟化性の無虫虫嚢（37a） と2コの小さい気管支拡張

性の無虫虫嚢 （37b）から成る．

38 向鼠22号 ：右肺 3葉分岐部に 1コの虫襲形成あ り， その割面は41 （気管支拡張性虫襲）．

39 同 26号 ：左肺に大小 2コの虫襲形成あ り， 大きい虫嚢の割面は42 （軟化装性虫嚢），また小さい虫襲の
割面は43（気管支拡張性の無虫虫嚢）．

40 周 27号 （腹面）：右肺に 1コ，左肺には大小 3コ，都合4コの虫襲形成あり ，右肺における虫嚢の割面

は44（気管支拡張性虫嚢）， 左肺におけ る大き い虫襲の割面は 45（軟化嚢性虫褒），また小さ
い虫袈（ 2コ）の割面は46（いずれも 気管支拡張性の無虫虫嚢）．

( 139) 




